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ディジタル変調による無線量子通信の特性






























































































































T > T0 のとき P (T ) = 0である．また，aとW はそれぞれ受
信機での受光面とビームスポットの半径となる．また，dは受信
機の受光面の中心とビームスポットの中心位置の距離の平均で
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る．また，各パラメータを a = 1;W = 2; 2 = 1; d = 0として
計算を行っていく．
3 誤り率特性
本節では，送信信号として，BPSK(Binary Phase Shift Key-
ing)，4 元 ASK(Amplitude Shift Keying) 信号及び 4 元 PSK
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図 1 BPSK信号の誤り率特性














次に 4元信号の誤り率を示す．4元信号として 4元 ASK信号
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図 3 は送信信号が 4 元 PSK の場合のヘテロダイン測定及び
量子最適測定を行ったときの誤り率特性である．図により 4 元
PSK であっても量子最適測定による誤り率が常に低く，量子
通信の優位性を確認することができる．また，4 元 PSK では，
BPSK の場合や 4 元 ASK と比べてより誤り率の差がより広
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